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数値が
上がる。

数値が
下がる。

％

●差込角１９．０５ｍｍ用のソケットの

　 質量は重いもので１ｋｇを超えるソ

　 ケットがあります。取り付けが不十

　 分な場合、自重でソケットが落下し

　 けがの原因になります。

⑤ ハンドル類とソケットを取り付けてください。 

　　ハンディデジトルク本体の角

　　ドライブ凸側には、ご使用に

　　なるソケット、角ドライブ凹側

　　にはハンドル類を差し込ん

　　でください。

ハンドル類

ソケット

■ 電池残量お知らせ機能

　　電池の残量が約３０％近くに

　　なるとディスプレイ部左端に

　　電池残量アイコンが表示さ

　　れます。このアイコンが表示

　　されましたら、速やかに新し

　　い電池を用意して、交換し

　　てください。

●本体は回転させる方向へ一緒に回転します。デイスプレイ部が見にくく
　 なりますので、注意しながら作業を行ってください。
●操作を行わない状態が約１８０秒間続くと「自動電源オフ機能」が働き、
　 自動的に電源がオフになります（『ピッ』とブザー音が鳴り、ディスプレ
   イ表示が消えます）。
　

N.m

【別売】

N.m

N.m

①

②

2008

要保管

●製品をご使用される前に､取扱説明書をお読みいただき、

　 理解していただいた上でご使用ください。

●取扱説明書は､いつでも読めるように所定の場所に大切

　 に保管してください。

　このたびは「ＴＯＮＥ ハンディデジトルク」をお買い上げいた
だき、まことにありがとうございます。

■ラチェットハンドル、スピンナハンドルなどの手動用ハンドル
　 類とソケットとの間に取り付けて使用するデジタル式のトルク
   測定器です。
■オーバートルク防止機能搭載、目標トルクに対して５０％～
   ９５％の範囲で許容値が設定でき、その許容値に達すると
   ブザー音と赤色ＬＥＤ点灯でお知らせします。

お使いになる人や、他の人への危害や財産への損害を未然に

防止するため、必ずお守りいただく内容を次の要領で説明し

ています。

■説明内容を無視し、誤った使い方をしたときに生じる危険

   や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。

尚、　　　　 　に区分した事項でも、状況によっては重大な
結果に結びつく可能性があります。いずれも安全に関する
重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

注意文の警告マークについて

お買い求めの製品や取扱説明書の内容について、不明

な点がございましたら、お買い求めの販売店、あるいは

弊社営業所までお問い合わせください。

－ １ － － ２ －

必ずお守りください。ご使用上の注意

■この製品は、手動用ハンドルとソケットとの間に取り付けて
　使用するトルク測定器です。

　この目的以外の作業には使用しないでください。

●動力工具での入力はできません。

●電池の取り扱いに注意してください。

●電源を入れずに使用しないでください。

○本製品は手動用です。入力に電動
　 ツールやエアーツールなどを使用
　 しないでください。

○電源を入れ忘れた状態や通常のジョイント工具として使用しないでく
　 ださい。

力のかけ過ぎによる故障や破損の原因になります。

破損やけがの原因になります。

火災、やけど、事故、けが、故障、液漏れ、精度不良の原因に

なります。

○プラス／マイナスの向きを確かめて、電池ケースの表示に従い正しく

   取り付けてください。

○火中に投入、加熱、ショート、変形、分解、改造などはしないでください。

○新しい電池と使用済みの電池、または他の種類の電池との混用はし

   ないでください。

○電池の液が目に入ったときは、こすらずに、すぐにきれいな水で洗った

   後、直ちに医師の治療を受けてください。

○電池の液が皮膜や衣類に付着したときは、直ちにきれいな水で洗い

   流してください。

○電池を使い切ったとき、長期間使用しないときは、電池を取りだしてく

   ださい。

○その他、電池に記載されている注意事項をお守りください。

●通電中の作業はしないでください。

●自重で落下します。

○絶縁された製品ではありません。作業をす
   る場合、感電事故などの防止のために必
   ず元の電源を遮断してください。

○本体やソケットの取り付けが不十分な場合。
〇ハンドルと本体とソケットが取り付いたままで、ハンドルを持っての
   持運びはしないでください。

感電事故の原因になります。

自重で落下し、物損、破損、けがの原因になります。

必ずお守りください。ご使用上の注意

－ ３ －

●力をかけるときは、ゆっくりとかけてください。

○ハンディデジトルクを使用するときは、弾みをつけたり、体重をかけ
   たりしないでください。

○振動や衝撃を受ける作業はしないでください。

正しいトルク値が出ません。レンチの破損、ボルトからの外れ、

けがの原因になります。

●放り投げるなど、乱暴に取り扱わないでください。

○ハンディデジトルクは測定器です。
　 衝撃を与えないでください。

トルク精度の異常、破損、けがの原因になります。

●水中、海中、多湿、高低温、油や薬品、溶剤に触れ
   るような環境下で使用しないでください。

○ハンディデジトルクは上記の環境
   下には対応していません。
   機能の停止、機能の低下につな
   がり、本来の性能が発揮できなく
   なります。

トルク精度の異常、破損、けがの原因になります。

●運転中の電気製品などの近くで使用しないでください。

○電気回路などの信号やノイズなどの影響を受け、本来の性能が発揮
   できなくなる場合があります。

トルク精度の異常、破損、

けがの原因になります。

過大負荷となり故障、けがの原因になります。

●能力範囲の最大トルク以上の負荷をかけないでくだ
   さい。

必ずお守りください。ご使用上の注意

－ ４ －

●分解・改造をしないでください。

●エクステンションバーやジョイント類を継ぎ足して
　 使用しないでください。

トルクの異常、故障、けがの原因になります。

ジョイント類の破損やけがの原因になります。

●作業場の床面は、いつもきれいに保ってください。

○油などで床面が濡れていますと滑ります。

けがの原因になります。

●使用後は汚れを取り除きケースに収納の上、所定の
   場所に保管してください。

トルクの異常、故障、けがの原因になります。

●角ドライブは根元まで差し込んでください。

角ドライブが破損し、

けがの原因になります。

正しいトルクが出ません。

すき間角ドライブ

○使用後は、故障、精度不良、サビなどの原因となるゴミ、ほこり、泥、

   油、水分などの汚れを取り除き、付属のケース

   に収納して、乾燥した場所に保管してください。

   長期間使用しないとき（電池の

   電圧低下や液漏れ防止のため）

   電池を取り出してください。

－ ５ －

必ずお守りください。ご使用上の注意

●取扱説明書●校正証明書

●本体 ●樹脂ケース

別途ご用意ください。

内容品

必ずお守りください。ご使用上の注意 各部の名称

液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）

赤色ＬＥＤ

カバー固定ねじ（Ｍ４×８）

角ドライブ（凸）

角ドライブ（凹）電池カバー

「操作ボタン」

許容値ボタン

ボリュームダウンボタン

ボリュームアップボタン

トルク設定や許容値を設定するときに押
します。押すと数値が上がります。

トルク設定や許容値を設定するときに押
します。押すと数値が下がります。

電源を入れるとき又は電源を切るときに押します。電源ボタン

－ ６ － － ７ －

許容値の設定するときに押します。

セットボタン

クリアボタン

トルクの設定や設定値を保存するとき
に押します。

ピークモードで測定した値を素早く消
したいときに押します。

－ ９ － － 10 － － 11 －

ご使用前に電池の交換

－ 12 － － 13 － － 14 －

－ ８ －

① プラスドライバー（先端規格：２番）でカバー固定ねじ（２箇

　　所を緩めて、電池カバーを取り外してください。

② 単４形アルカリ乾電池の向きを間違わないように入れてく

　　ださい。

③ 取り外した電池カバーをカバー固定ねじでしっかりと固定

　　してください。

●操作を行わない状態が約１８０秒間続くと「自動電源オフ機能」が働き、
　 自動的に電源がオフになります（赤色ＬＥＤとブザー音が鳴り、ディス
　 プレイ表示が消えます）。

●本取扱説明書Ｐ.３の電池の取り扱いの注意を守ってご使用ください。

② 目標とするトルクを設定してください。

　 　   ボタンを押すと表示が

　　切り替わり数値が約１５秒

　　間点滅します。点滅中に   

　  または　　　ボタンを使用し

　　てあらかじめ決めたトルクの

　　数値に合わせ、　  ボタンを

　　押すと画面に「ＳＡＶＥ」が表

　　示されその数値が保存されます。

① 電源を入れてください。

 　　   ボタンを長押しすると、『ピッ』というブザー音と赤色ＬＥ

　　Ｄが点灯し、ディスプレイに「ゼロ」が表示されます。

数値が
上がる。

数値が
下がる。

N.m

ご使用方法

ご使用前にトルクを決める

締付けようとするボルト、ナットの

トルクを作業指示書で確認してくだ

さい。指示トルクがない場合、ボル

トメーカーに問い合わせするか、ね

じの資料でお客様にてご使用になるトルクを決定してください。

締付けトルク トルク係数

ボルトの呼び径

ご使用方法

●点滅中（約１５秒間）に操作を行わない場合、前画面に戻ります。

●数値設定後、　   ボタンを押さなければ、その数値が保存されません。

●再電源した場合はピークモードでの画面表示となります。

③ 測定するモードを選択してください。
　 以下のモードが選択できます。

　  ・ピークモード：加えたトルクの最大値を表示します。

　  ・トラックモード：加えたトルクの変動に従い数値が変動

　　　　　　　　　　　　表示します。

　  ディスプレイ部に  　 アイコン

　　の表示がない場合はピーク

　　モードです。モードを切り替え

　　る場合、　　 ボタン押しながら　　　

　　ボタンを押すとモードが切り替わります。

　 　  　ボタンを押すと表示が

　  切り替わり数値が約１５秒

    間点滅します。点滅中に　  

　       ボタンまたは　   ボタン

    を使用してご希望の数値に

    合わせ、　   ボタンを押すと

 　 画面に「ＳＡＶＥ」が表示されその数値が保存されます。

●点滅中（約１５秒間）に操作を行わない場合、前画面に戻ります。

●数値設定後、　   ボタンを押さなければ、その数値が保存されません。

300

270

N・m

ブザー音が
作動する範囲

ご使用方法

⑥ ボルトやナットに差し込み、締付けてください。

    倒れ込まないようにゆっくりと水平に力を加えて締付けてく

    ださい。目標トルク値付近になりますと、ブザー音が作動し

    ますので、目標値を越えないように

　　注意しながら作業を行

    ってください。

 

 　

ご使用方法

IMKO099

　●ピークモードの場合

　　表示された測定値は約

　　９０秒間表示されオート

　　リセットされます。

　  手動によるリセットは　  

　　ボタンを押すとリセットさ

　　れます。

　●トラックモードの場合

　　表示されたトルク値は力

　　を緩めるとその値に変動

　　し、完全に力を抜くと「ゼロ」表示になります。　

ご使用方法 修理・点検

■乱暴な取り扱い、長期間放置、使用頻度が高いなどの理由

   により、精度が狂うときがあります。精度が必要な場合は、

   定期的に点検依頼してください（有償）。

■トルク機器は定期点検が必要です。目安として１年に１回

　 定期点検をしてください（有償）。

■取り扱いについては、ご購入の販売店あるいは弊社営業所

   にご相談ください。

仕様

製品番号

Ｈ６ＤＴ６００

能力範囲

最小 ～ 最大

１２０～６００ １９.０５ ９０ ９９７４５０ １.５４３０～

Ｄ ｄ LＡdr.
mm mm mmmm mm kg

差込角最小表示 本体外径 本体長さ差込角外径 全長 質量

※表内の質量には電池の質量は含まれていません。

±

④ 許容値を設定してください。（オーバートルク防止機能）

　 目標トルク手前から、ブザー音でお知らせする機能です。

　  許容値は５％～５０％（目標トルクの９５％～５０％）の範囲

　　で設定できます。

作業

指示書

k

Ｈ６ＤＴ６００

設定例）
   目標トルクは３００Ｎ・ｍ、許容値
   は１０％（目標トルクの９０％）に
   設定した場合、
　 数値＝トルク値×（１-許容値）
　　　 　＝３００×（１-１０％）
　　　 　＝２７０Ｎ・ｍ
　 ブザー音は２７０Ｎ・ｍから鳴り、
   設定したトルク値（２７０Ｎ・ｍ）
　 に近づくにつれて断続音の間
   隔が短くなり、目標トルクに達す
   ると連続音でお知らせします。

○中途半端な差し込みのまま
　 使用されますと規格以下で
　 角ドライブが破損したり、ソケ
　 ットの自重でソケットが自然
　 落下します。

●トルク表示桁数 （単位 ：Ｎ m）　　３０～６００の区間 「０.１」　

●トルク精度 ： ±３％ ●使用電池 ： 単４形アルカリ乾電池 ×２本

●負荷方向 ： 右回転 （時計回り） 方向、 左回転 （反時計回り） 方向　　

●使用温度範囲 ： ５℃～４２℃　　●保管温度範囲 ： -２０℃ ～ ５０℃

Ｎ ｍ・ Ｎ ｍ・

操作ボタン

操作ボタン

本体

N.mN.m

Ｌ

Ｄｄ

Ａ

・

N.m

■製品をご使用される前に、取扱説明書をお読みください。
■お読みになられた後は、いつでも読めるように大切に保管
　 してください。
■万一、取扱説明書を紛失、汚損された場合、または保管
   用として別途、取扱説明書をご入用の方は、弊社までお申
   しつけください。

誤った取り扱いをしたときに､使用者が死亡または重傷を負う危険が切迫
して生じることが想定される内容のご注意。

誤った取り扱いをしたときに､使用者が傷害を負う可能性が想定される内
容および物的損害の発生が想定される内容のご注意。

誤った取り扱いをしたときに､使用者が死亡または重傷を負う可能性が想
定される内容のご注意。
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